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I．西宮市大学交流協議会について 

 

 西宮市大学交流協議会は、大学交流センターの整備を機に、「カレッジタウン西宮」構想に

賛同する市内の各大学・短期大学が、学術研究や文化芸術活動を通じて相互の連携を深め、地

域社会や産業界とも交流を図り、連携事業を推進する機構として、2001年３月に市内１０大

学・短期大学(当時)と西宮商工会議所、西宮市の構成により設立されました。2024年3月現在

の加盟大学は以下の10大学・短期大学です。 

 <加盟大学> 

大手前大学、大手前短期大学、関西学院大学、聖和短期大学、甲南大学、神戸女学院大学、

兵庫医科大学、武庫川女子大学、武庫川女子大学短期大学部、甲子園短期大学 

 

 

１ 協議会組織図 
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２ 各事業の概要 

西宮市大学交流協議会では現在、次のような事業を行っており、大学の教職員などが、協

議会の役員・委員として事業運営の検討に当たっています。 

 

（１） 西宮市大学共通単位講座事業 

市内各大学・短期大学から提供される特色ある授業科目を、所属の枠を超えて他校の

学生とともに受講し、単位を取得できる講座です。2007年度から専門業界やビジネス

界で活躍する社会人・専門家が加わったオムニバス形式のオリジナル科目を、また、

2010年度からは土曜日集中講義や、市民聴講制度を始めました。なお、2012年度よ

り開始したオンキャンパス科目講座については、受講動向の変化などにより、受講者の

減少が甚だしいため、2019年度から不開講としています。 

 

（２） 地域連携推進事業 

学生が社会（行政・企業）や地域と連携し、大学間の交流、社会と大学の交流、地域

と大学の交流を通して、西宮市の魅力を向上させることや、学生が自ら企画・運営を行

うことによって知識や経験を積み、自身の成長を達成することを目的とした、イベント

の企画・運営やボランティア交流事業などを行っています。 

 

（３） 市民対象講座事業（インターカレッジ西宮） 

市内各大学の教員が講師となり、様々なテーマで開講される講座です。市民の皆さん

にも生涯学習の一端として、大学が有する“知的財産”に触れていただく機会を広げて

います。加盟各大学が「セミナー」あるいは「レクチャー」として開講しているほか、

共通のテーマで各大学から教員を派遣して開講している「大学共同講座」があります。 

 

（４） 広報事業 

大学交流センターでの各種事業や市内の大学に関する情報を、センター内の情報コー

ナーやホームページなど、多彩なメディアで発信しています。 

 

３ 理事会・運営委員会・各専門委員会の活動（2023年度） 
 

（１）理事会（会議開催３回/年 うち1回文書による開催） 

 協議会の運営に関する重要な事項（事業計画・収支予算など）を決定しました。 

構成：  理 事 長 １名（関西学院大学学長） 

副理事長 ２名（大手前大学学長、武庫川女子大学学長） 

※ 理事長・副理事長は、大学選出の理事から互選により選任 

理  事 ６名（甲南大学学長、神戸女学院大学学長、 

兵庫医科大学学長、甲子園短期大学学長、 

西宮商工会議所会頭、西宮市長） 

      監  事 3名（神戸女学院大学人間科学部学部長、 

甲南大学経営企画室課長、西宮市） 

＜主な検討内容＞ 

・ 2022年度事業報告案・収支決算案の承認 

・ 2023年度補正予算案の審議 
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・ 2024年度事業計画案・収支予算案の審議 

・ 規約改正 

 

（２）運営委員会（会議開催７回/年 うち遠隔会議による開催５回） 

西宮市大学交流協議会が行う事業の計画・実施、及び協議会の一般的運営事項に関して検

討を行いました。大学と西宮市から各２名、西宮商工会議所から１名選出された運営委員に

より構成されています。 

1回目は対面開催、2回目以降は、遠隔開催、最終回は、対面開催で開催しました。 

構成：運営委員17名（うち委員長1名、副委員長2名を選任） 

＜主な検討内容＞ 

・ 各専門委員会からの事業実施状況・近況報告及びそれらに対する検討・確認 

・ 西宮市等からの受託事業に関する検討・確認 

・ 2022年度事業報告案・収支決算案の確認 

・ 加盟大学の負担金の検討・2023年度補正予算案確認 

・ 2024年度事業計画案・収支予算案の確認 

・ その他協議会の運営に関する一般的事項の検討・確認 

 

（３）各事業の専門委員会 

各事業の具体的な計画・実施のために、事業ごとに専門委員会を設置しています。専門委

員会の委員長は、運営委員会から選任された運営委員等が務め、各専門委員は、それぞれの 

事業内容にふさわしい教員・職員が大学、西宮市及び西宮商工会議所から選任されます。 

1回目は対面開催、2回目以降は、原則遠隔開催（緊急議案等の場合対面開催）、最終回は、

原則対面開催とする方針で開催しました。 

 

ア 共通単位講座委員会（会議開催4回/年 うち遠隔会議による開催2回） 

大学交流センターで単位互換制度により開講される「共通単位講座事業」の計画・実施に

関して検討を行いました。 

構成：委員長１名（運営委員）、委員13名（市内大学・短期大学） 

＜主な検討内容＞ 

・ 2023年度開講科目実施状況の確認・検討 

・ 履修学生に対するアンケート調査の実施 

・ 2024年度履修登録期日・開講科目・開講時期・時間帯等の調整・決定 

・ 2024年度履修生ガイド・募集ポスター・チラシ作成 

・ 2024年度共通単位講座事業及び収支予算の検討 

 

イ 地域連携推進委員会（会議開催4回/年 うち遠隔会議による開催2回） 

  学生が社会（行政・企業）や地域と連携し、大学間の交流、社会と大学の交流、地域と大

学の交流を通して、西宮市の魅力を向上させること、学生が自らの企画・運営によって知識

や経験を積み、自身の成長を達成することを目的に、イベント等の企画・実施についての検

討を行いました。 

構成：委員長１名（運営委員）、委員15名（市内大学・短期大学、西宮商工会議所、西宮市） 
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＜主な検討内容＞ 

・ 第23回西宮市大学交流祭の報告・検討 

・ 学生ボランティア交流事業の検討・実施 

・ 「ノートテイカー基礎講座」実施状況の報告・検討 

・ 2024年度地域連携推進事業及び収支予算の検討 

  

ウ 市民対象講座委員会（会議開催4回/年 うち遠隔会議による開催2回） 

  大学が有する知的財産の市民への還元を目的に開講する「市民対象講座事業」に関する企

画・実施についての検討を行いました。 

構成：委員長１名（運営委員）、委員6名（市内大学・短期大学） 

 ＜主な検討内容＞ 

・ 2023年度市民対象講座実施状況の報告・検討 

・ 2024年度大学共同講座（西宮市からの受託事業）の「共通テーマ」検討・決定 

・ 2024年度市民対象講座の事業計画及び収支予算の検討 

                                           

（４）大学連携学生プロジェクトチーム（Nishinomiya College Project team：通称ＮＣＰ） 

協議会や大学交流センターが実施する事業の活性化のため、学生生活でのニーズ、地域

連携及び行政への参画に対するニーズ、大学間連携に対するニーズなどを把握するととも

に、各大学及び学生間交流連携、地域連携の発展に繋げていくことを目的として、運営委

員会のもとに置かれた組織です。 

これまで、プロジェクトチームの取り組みを通じて、学生が地域や社会とのつながりの

中で、主体的に取り組み、企画やプレゼンテーションの方法などを学び、企画力や実践力

を養い、学生の能力の向上を図ってきました。 

市内 10 大学・短期大学から推薦された学生による運営委員会の下に設置された組織で、

協議会理事長が委嘱し、メンバーは各大学からの約 30 名による構成です。 

 

2023 年度の活動 

2023 年度の活動は、学生が主体的に、大学間の交流を深めながら、「大学のまち西宮」

の特性を生かした豊かな地域社会の構築につながる活動が行われるよう、「カレッジタウ

ン西宮ビジョン 2023」の具体策検討に合わせて、活動内容を検討していく予定でしたが、

具体策の検討ができず、事業を休止しました。 
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４ 協議会の収支 

 

 

 

 

【収入の部】 （単位：円）

大  科  目 項　目　・　説　明

１．負担金収入 加盟大学負担金 10,000,000 10,000,000 0 100.0%

２．補助金収入 西宮市補助金 5,000,000 5,000,000 0 100.0%

３．受講料収入 市民対象講座 270,000 408,000 138,000 151.1%

共通単位講座　聴講料等 180,000 230,000 50,000 127.8%

小　計 450,000 638,000 188,000 141.8%

４．受託事業収入 インターカレッジ西宮 510,000 510,000 0 100.0%

地域連携推進事業　運営 1,000,000 938,493 △ 61,507 93.8%

カレッジタウン西宮事業運営費 600,000 0 △ 600,000 0.0%

小　計 2,110,000 1,448,493 △ 661,507 68.6%

５．雑収入 機器貸出し 320,000 349,000 29,000 109.1%

６．基金繰入金収入 協議会運営基金取崩し 2,886,000 0 △ 2,886,000 0.0%

７．預金利息 3,000 320 △ 2,680 10.7%

８．前期繰越収支差額 1,172,000 1,171,715 △ 285 100.0%

21,941,000 18,607,528 △ 3,333,472 84.8%

2023年度　西宮市大学交流協議会　収支決算書

執行率

2023年4月1日から2024年3月31日まで

差　異
(決算－予算)

　　　　収　入　合　計　　　　　Ａ

勘    定    科    目
決算額予算

2023年度　運営基金の状況

①2022年度末 基金現在高 21,650,272

②2023年度　 運営基金取崩し 0

③2023年度　 積立額（2022年度収支差額） 1,171,715

④2023年度末 基金現在高 （①-②+③） 22,821,987

2024年3月31日現在
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【支出の部】 （単位：円）

大  科  目 中  科  目

１．人件費 事務局職員報酬等 9,428,000 9,404,644 23,356 99.8%

臨時職員報酬等 50,000 0 50,000 0.0%

小　計 9,478,000 9,404,644 73,356 99.2%

２．運営費 共通単位講座 5,454,000 4,076,224 1,377,776 74.7%

地域連携推進事業 755,000 707,966 47,034 93.8%

市民対象講座 380,000 300,720 79,280 79.1%

広報 850,000 647,610 202,390 76.2%

大学連携学生PT 460,000 0 460,000 0.0%

小　計 7,899,000 5,732,520 2,166,480 72.6%

３．受託事業費 インターカレッジ西宮 510,000 510,000 0 100.0%

地域連携推進事業等 運営 1,000,000 938,493 61,507 93.8%

カレッジタウン西宮事業運営費 600,000 0 600,000 0.0%

小　計 2,110,000 1,448,493 661,507 68.6%

４．事務費 会議費 20,000 17,520 2,480 87.6%

旅費交通費 50,000 34,800 15,200 69.6%

通信運搬費 70,000 4,370 65,630 6.2%

消耗什器備品費 50,000 0 50,000 0.0%

消耗品費 280,000 185,746 94,254 66.3%

印刷製本費 20,000 3,300 16,700 16.5%

修繕費 50,000 0 50,000 0.0%

賃借料 200,000 73,476 126,524 36.7%

諸謝金 40,000 33,000 7,000 82.5%

負担金支出 30,000 30,000 0 100.0%

手数料 80,000 66,953 13,047 83.7%

雑費 10,000 0 10,000 0.0%

小　計 900,000 449,165 450,835 49.9%

５．公租公課 地方税 82,000 82,000 0 100.0%

小　計 82,000 82,000 0 100.0%

予備費 300,000 0 300,000 0.0%

小　計 300,000 0 300,000 0.0%

積立金 1,172,000 1,171,715 285 100.0%

小　計 1,172,000 1,171,715 285 100.0%

21,941,000 18,288,537 3,652,463 83.4%

0 318,991 △ 318,991

執行率
差　異

(予算－決算)

７．協議会運営
　　基金積立金

      支  出  合  計　　　　　　　Ｂ

      収  支  差  額（Ａ－Ｂ）　　Ｃ　

勘    定    科    目
決算額

６．予備費

予算
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Ⅱ．大学交流協議会の取り組み状況 

◎ ２０２３年度の取り組みの概要 

2023 年 5 月に、新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが季節性インフルエンザと同

じ「５類」に引き下げられる中での事業展開となりました。加盟各大学・短期大学も対応に腐

心しながらの教育研究活動でしたが、本協議会としても各大学・短期大学、西宮市、西宮商工

会議所をはじめ、関係各所との連絡調整を一層密にして連携を図り、安全・安心に配慮し、昨

年度の経験を活かしつつ、各委員会で立てられた各種の事業計画を推し進めていきました。 

また 2021 年度に協議会および交流センター開設 20 周年の記念事業を実施しましたが、そ

こでの成果を踏まえるとともに、出された提言や課題を協議会の事業展開に取り入れて、大

学・学生間の交流だけでなく、地域と学生との交流のハブ機能をも果たせるよう事業計画を推

し進めてきました。 

さらに 2022 年度策定した「カレッジタウン西宮ビジョン 2023」構想実現に向けて、具体

的な事業内容の検討を推し進めてきました。 

 

 

◎ 西宮市大学共通単位講座事業 

西宮市大学交流協議会に加盟の大学・短期大学が相互の協力・交流を通じて教育課程の充実

を図るとともに、学生の幅広い視野の育成と学習意欲の向上を目的として、単位互換履修制度

に基づき共通単位講座を例年実施しています。 

 加盟大学に所属する学生は、各大学の定める範囲において、「単位互換履修生」として、こ

れらの開講科目を履修し、自校の単位として認定を受けることができます。 

2023年度は、次のとおり社会人や専門家も講師に加わったオリジナル科目（2007年度開

設）６科目を含み「センター科目」２０科目の開講が予定されました。履修者の逓減に伴い、

定員を40名とし、交流センターの教室での対面授業で実施することで履修者を募集しました。  

2023年度の前期・後期の学生の合計履修者数は、前前年度に比べ、213名の減、前年度に比

べ、31名の減の166名となり、６科目が不開講（2022年度は、9科目が不開講）となりまし

た。特に前期、履修希望学生10名以上の科目が1科目であったため、学生・市民を合わせ履修

希望者9名以上の科目3科目について開講をお願いしました。残りの科目については、各担当の

先生方の判断を仰いだ結果2科目開講、合計10科目中４科目を不開講としました。後期につい

ては、履修希望者10人以下の科目４科目について、不開講にするかどうか各担当の先生方の判

断を仰いだ結果、2科目を不開講としました。 

西宮市民の方々の知的好奇心に応えるため、高等学校卒業またはこれと同等以上の学力がある

西宮市民および市内在勤の方を対象とした「市民聴講制度」も2010年度に導入し、継続して受

講者を受け入れています。14科目に申込がありましたが、開講された科目のうち10科目につ

いて受講がありました。 
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○ センター科目の開講状況（2023年度） 

                                       

１  センター科目受講者数（大学生及び市民聴講生） 

 

年度 提供大学 担当教員名 科目名 学生数 市民数

大手前大学 石畑　匡基 城郭から読み解く日本の歴史 5 10

武庫川女子大学 森山　賢治 知っておきたい薬学のおはなし 5 3

武庫川女子大学短期大学部 寺井　朋子 グループワーク入門 19

関西学院大学 長峯　純一 ★SDGsに基づく新ビジネスの創出 7 4

関西学院大学 藤沢　武史 ★日本企業のグローバリゼーションと国際経営の諸問題

神戸女学院大学 古岡　俊之 地域活性化と観光創造（訪ねてみたい日本・音とかおりの風景）（１）

甲南大学 林　健太 コンテンツ産業論 5 1

大手前大学 平川　大作 昭和の現代劇を読む

武庫川女子大学 福井　誠 ★西宮フィールドトリップ 7

関西学院大学 甲斐　知彦 人間福祉の視点

甲南大学 永廣　顕 日本財政の現状と課題 9 9

神戸女学院大学 古岡　俊之 地域活性化と観光創造（訪ねてみたい日本・音とかおりの風景）（２） 18 聴講不可

兵庫医科大学 福島　和明 楽しく学ぶ身近なサイエンス

兵庫医科大学 山﨑　尚 教養のための生命科学 6 6

武庫川女子大学 野坂　和人 のぞいてみたい薬学の世界 13 3

関西学院大学 柴田　学 ★組織・仕事から考えるライフデザイン 17 1

大手前大学 酒井　健 映画で学ぶ深層心理学 34 6

関西学院大学 野村　宗訓 ★モビリティから地域再生を考える 14 3

武庫川女子大学 村越　直子 ★ソマティック実践＆ダンス 7

関西学院大学 林　眞帆 人間福祉の展望

166 46

★はオリジナル科目

`23

後

期

`23

前

期

履修登録者数（市民：外数）

不開講

不開講

不開講

不開講

不開講

不開講

前期 後期 合計

受講者数 受講者数 受講者数

大手前大学 3 1 4

大手前短期大学

関西学院大学 6 6

甲子園短期大学

神戸女学院大学 1 6 7

聖和短期大学

兵庫医科大学

武庫川女子大学 1 15 16

同短期大学部 1 1

甲南大学 43 89 132

小計 48 118 166

市民聴講生 18 28 46

合計 66 146 212



  - 9 - 

２ 2023年度センター科目授業時間割 

 

（1）前期（4月5日～7月29日）  

 

 
（2）前期（土曜日）集中講義（5月27日～7月15日）  

 
 

（３）  後期（9月26日～1月31日、12月25日～1月7日は冬休み期間）  

 

開講時間 火 水 木

城郭から読み解く日本の歴史 グループワーク入門 コンテンツ産業論

1時限 大手前大学 武庫川女子大学短期大学部 甲南大学

10:50～12:20 石畑　匡基　講師 寺井　朋子  准教授 林　健太　准教授

【オリジナル科目】 昭和の現代劇を読む 【オリジナル科目】

2時限 SDGsに基づく新ビジネスの創出 大手前大学 西宮フィールドトリップ*

13:20～14:50 関西学院大学 平川　大作　教授 武庫川女子大学

長峯　純一　教授　他7名 （不開講） 福井　誠　教授　他7名

【オリジナル科目】

講義5コマ

3時限 フィールドワーク10コマ

15:30～17:00 関西学院大学

藤沢　武史　教授　他6名

（不開講）

知っておきたい薬学のおはなし

4時限 武庫川女子大学

17:50～19:20 森山　賢治　教授　他14名 神戸女学院大学

古岡　俊之　特任教授

（不開講）

※は 市民聴講不可、定員：40名（＊は30名）

日本企業のグローバリゼーションと国
際経営の諸問題

※地域活性化と観光創造（訪ねてみた
い日本・音とかおりの風景）（1）

金

人間福祉の視点 1日2講時（１・2時限）、5月27日は１時限のみ

関西学院大学 1時限（10:50～12:20）

甲斐　知彦　教授　他12名 （不開講） 2時限（13:20～14:50）

定員：40名

開講時間 火 水 木 金

日本財政の現状と課題 【オリジナル科目】 映画で学ぶ深層心理学

1時限 甲南大学 大手前大学

10:50～12:20 永廣　顕　教授 酒井　健　准教授

関西学院大学

柴田　学　准教授　他12名

2時限

13:20～14:50

教養のための生命科学 【オリジナル科目】

3時限 兵庫医科大学 モビリティから地域再生を考える

15:30～17:00 神戸女学院大学 山﨑　尚　主任教授　他2名 関西学院大学

古岡　俊之　特任教授 野村　宗訓　名誉教授　 他14名

楽しく学ぶ身近なサイエンス のぞいてみたい薬学の世界

4時限 兵庫医科大学 武庫川女子大学

17:50～19:20 福島　和明　主任教授　他4名 野坂　和人　教授　他14名

（不開講）

※は 市民聴講不可、定員：40名（＊は30名）

※地域活性化と観光創造（訪ねて
みたい日本・音とかおりの風景）
（2）

組織・仕事から考えるライフデザ
イン*
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（４）  後期（土曜日）集中講義（９月30日～11月18日）  

 
 

（５）  後期（土曜日）集中講義（11月4日～12月23日）  

 

  

1日2講時（2・3時限）、9月30日は2時限のみ

ソマティック実践＆ダンス 2時限（13:30～15:00）

 武庫川女子大学 3時限（15:10～16:40）

村越　直子　教授　他1名 

定員：20名

【オリジナル科目】

人間福祉の展望 1日2講時（１・2時限）、11月4日は１時限のみ

関西学院大学 1時限（10:50～12:20）

林　眞帆　准教授　他13名 （不開講） 2時限（13:20～14:50）

定員：40名



  - 11 - 

◎ 地域連携推進事業 

 「地域連携推進事業」は、これまでの「学生による地域活性化支援事業」を2010年度から

見直したもので、協議会のもとに、学生が社会（行政・企業）や地域と連携し、大学間の交流、

社会と大学の交流、地域と大学の交流を通して、西宮市の魅力を向上させることと、学生が自

らの企画・運営によって知識や経験を積み、自身の成長を達成することを目的としています。 

  

１ 学生イベント等の企画・実施 
西宮市からの委託により、学生実行委員会の企画運営のもと、地域との連携を目的とした

イベント「第23回西宮市大学交流祭キャンドルナイトコンサート」を開催し、まちの賑わ

いの一役を担いました。西宮市が全市イベントとして行う「にしのみや市民祭り」、「野外

アートフェスティバル」に大学のサークル等が参加しました。また、市男女共同参画推進課

の実施する「女子学生のためのライフプランニング支援事業」、西宮商工会議所が主催する

「お仕事フェスティバル」に共催として参画しました。 

（１）第23回西宮市大学交流祭 【西宮市から受託 市・協議会共催事業】 

キャンドルナイトコンサートの開催 

       西宮市内大学・短大と「カレッジタウン西宮」のＰＲ、大学・大学生と地域との交

流及び地域の賑わいづくりを目的として、学生実行委員会の企画・運営によるキャン 

ドルナイトコンサートを開催しました。 

・タイトル 第23回西宮市大学交流祭 Bright Night～結ぶ～ 

・日 時  11 月 26 日（日）16:00～18:30 

・会 場  アクタ西宮２階円形デッキ 

・内 容  アクタ西宮東館中央広場で、市内大学生による音楽演奏をメインとした

コンサ－トを開催しました。また、アクタ西宮円形デッキでは、Bright 

Night～結ぶ～を表現したキャンドルモニュメントを制作・展示し、み

やたんの塗り絵ブースも運営し、多くの市民が楽しみました。 

      キャンドルモニュメントは、西宮の木であるくすのきをイメージした大

きな木のモニュメント、虹のフォトスポット、光の回廊を配しました。 

・主     催 西宮市・西宮市大学交流協議会 

    ・運   営 西宮市大学交流協議会・学生実行委員会（出演者代表者会議） 

                  運営コーディネート ディーズ・ファクトリー株式会社 

          司会 武庫川女子大学放送部 

    ・来場者数 約 5,000 名 

 ・出演団体   

    企画運営スタッフ ６名（武庫川女子大学４名、関西学院大学２名）  

         ステージ出演  

                大手前大学文化会アコースティックサウンド部 

   Inter College Ensemble KOBE 

             武庫川女子大学コーラス部 

エトワール（関西学院大学） 

マジシャン RYU（関西学院大学） 
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  ・協  力 西宮市大学交流協議会加盟大学、アクタ西宮振興会、 

                 アクタ西宮東西管理組合 

 

（２）にしのみや市民祭り「大学コーナー」への出店 【にしのみや市民祭り協議会への協力】 

 ・開 催 日 10月28日（土） 11:00～18:30 

 ・出店団体  

  大手前大学生協学生委員会   ヨーヨー  

  サークルK芦屋        フランクフルト ドリンク  

  武庫川女子大学手工芸部 そらいろ   手作りアクセサリー 

  武庫川女子大学経営学部 Ensemble Magic 

                     ハンドメイド作品 アクセサリー 

  関西女子大生団体 SHELLY       仮装セット付フォットスポット チェキ 

  近畿大学体育会ヨット部        わたがし 

   

（３）第30回野外アートフェスティバル-いのち- への出展 

 【西宮市・（公財）西宮市文化振興財団・西宮芸術文化協会主催事業への運営協力】 

・開 催 日：10月7日（土）、8日（日）10:00～17:00 

・開催場所：阪急西宮ガーデンズ本館4階スカイガーデン 

・来場者数：約2,800人（推定） 

大学協力内容： 

小学生をターゲットとしたアートを通じて交流するためのワークショップを開催。 

■つくってかぶろう。わたしのぼうし。(武庫川女子大学 教育学部教育学科 大畑ゼミ) 

 オリジナルかぶりもの作り 

■プチギフト 手作り宝石を贈ろう(神戸学院大学 経営学部 辻ゼミ) 

 オリジナル宝石作り 

 

（４）女子学生のためのライフプランニング支援事業 【西宮市男女共同参画推進課との共催】 

    第１回 講演会 

・タイトル：「わたし×IT＝最強説」～ITスキルで広がるあなたの未来 

・開 催 日：7月23日（日） 14:00～16:00 

・開催場所：西宮市男女共同参画センター411学習室（プレラにしのみや4階） 

・目    的：IT・プログラミングに興味はあるが、文系を選択中、あるいは「理系は 

向いていない」と考えている女子学生に、進路・就職先の選択の際に、 

視野を広げてもらう 

  ・講  師：NPO 法人 Waffle 田中沙弥果さん・ロールモデル 2 名 

  ・受講者数：会場11名、オンデマンド配信7名 

（うち学生 会場0名、オンデマンド配信は不明） 

 

    第2回 活動報告・パネル展等 

・タイトル：未来につながる私のアクション～大学生が向き合った社会課題～ 

・開 催 日：12月9日（土） 10:30～12:30 
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・開催場所：西宮市大学交流センター大講義室 

・活動発表：「データサイエンスで可視化する体性感覚」 

    武庫川女子大学生活環境学部情報メディア学科大野ゼミ 

    「震災で失われた街並みを残すジオラマでつながる思い」 

    関西学院大学災害コミュニティ つむぎ 

    「2023年度神戸女学院大学文学部講演会を主催して」 

    神戸女学院大学文学部英文学科 

    コーディネーター：株式会社クレアン代表取締役社長 薗田 綾子 氏 

   ・参加者数：18名（うち学生４名 アンケート回答があった12名のうち） 

 

第３回 上映会・トークシェア 

・タイトル：映画「ラフィキ ふたりの夢」＆大学生とのトークシェア 

・開 催 日：2月16日（金） 14:00～16:00 

・開催場所：西宮市男女共同参画センター411学習室（プレラにしのみや4階） 

・目  的：大学生世代に関心が高い LGBTQ に関するテーマの映画上映会を行い、学

生を含む市民へ広く多様な性に関する差別や偏見をなくすための学習機会

とする。 

若年層が行っている LGBTQ に関する取り組みについて、市民に情報発信

する場を提供する。（関西学院大学レインボーウィーク実行委員会のメン

バーによるレインボーウィークの紹介） 

   ・参加者数：27名（うち10・20代4名 学生かどうかは調査せず） 

 

（５）お仕事フェスティバル 2023 【西宮商工会議所との共催】 

   ・タイトル：中小企業の経営者と一緒に「地元で働く」ことについて考えてみよう 

・開 催 日：11月５日（日） 13:30～17:00 

・開催場所：西宮市大学交流センター大講義室 

・第1部 講演会 

・講  師：前明石市長 泉 房穂 氏 

・テーマ：「地域の魅力～住みたい街は、働きたい街～」 

・第２部 ドキドキ職業体験＆ミニマナー講座 

・講  師：404 good found代表 黒澤 聖 氏 

      BUNDY BEANS代表 名越 千人 氏 

      こころ美代表 今野 真紀 氏 

  ・受講者数：56名（うち学生30名） 

     

２ 学生ボランティア交流 
 1995年の震災を契機として盛り上がった学生ボランティア活動。その支援と学生相互の交

流を図るため、市内にある10大学・短期大学、西宮商工会議所、西宮市が連携し、西宮ロータ

リークラブの資金協力を得て、1997年に「西宮学生ボランティア交流センター」が設立され

ました。2001年、大学交流センターの整備に伴い西宮市大学交流協議会が組織されたのを機

に、その活動機能をセンターにおける「学生ボランティア交流事業」として、協議会が継承し
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ました。2007年度より「学生による地域活性化支援委員会」が設置され、これまでの学生ボ

ランティア交流事業の経緯、現状、及び課題を踏まえて、協議会における学生ボランティア交

流事業としての基本的な考え方、取り組み、事業の進め方、事務手続き等の検討を行いました。

学生ボランティア活動が、協議会の支援のもと、大学間の交流、社会と大学の交流、地域と大

学の交流を通して、地域社会や産業界、行政に貢献・還元すること、及びその活動が地域社会

の魅力を向上させることを基本的な考え方としています。2008年度導入のボランティアコー

ディネートシステムを継続し、課題等を「地域連携推進委員会」で検討を重ね、さらなる学生

ボランティア交流事業の充実に取り組んでいます。 

 2023年度は新型コロナウイルス感染症の影響が一部であるものの、子ども関係のボランテ

ィアが活発に動きました。特に講座のイベント運営といったイベント型のボランティアや子ど

もに関わる常時活動型のボランティアが活発でした。イベント型、常時活動型共にボランティ

アに新規募集もあり、新型コロナウイルス感染症の影響が無くなった団体が増えてきました。 

いずれの大学も新型コロナウイルスによる課外活動の制限がほぼなくなり、ボランティアを希

望する学生が徐々に増えてきました。 

 

（１） 学生ボランティア登録者数 

■大学別ボランティア登録者数（2024年３月末現在） 

大 学 名 １年 ２年 ３年 ４年 5年 人数 

大 手 前 大 学   1   1 

関 西 学 院 大 学    1  1 

聖 和 短 期 大 学      0 

甲 子 園 短 期 大 学      0 

甲 南 大 学      0 

神 戸 女 学 院 大 学 2 12 4 2  20 

兵 庫 医 科 大 学      0 

武 庫 川 女 子 大 学 1  2 1  4 

武庫川女子大学短期大学部      0 

そ の 他 の 大 学 0 1 3 1 1 6 

合   計 3 13 10 5 1 32 

 

（２）ボランティア活動情報の提供（2024年3月末現在） 

ボランティア団体・グループが年間を通じて登録（常時活動型）しており、イベント等の

短期のボランティア募集（イベント型）も随時寄せられています。 

■依頼件数 25 件（常時活動型：17件 イベント型：8件） 

※常時活動型の依頼の中には、昨年度登録のあった団体も継続して募集しています。 
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（３）ボランティア・マッチング状況（2024年3月末現在） 

ボランティア・マッチングの件数 60件（常時活動型：44件 イベント型：16件） 

■ボランティア・マッチング状況（2024年3月末現在） 

活動学生    活動先団体 

協議会加盟大学 47 
西宮市内 45 

西宮市外 2 

加盟大学以外 

西宮市内在住 7 
西宮市内 7 

西宮市外 0 

西宮市外在住 6 
西宮市内 6 

西宮市外  

 

（４）ボランティア災害共済 

センターでは安心してボランティア活動をしていただくために、ボランティア・マッチン

グを行った学生の「兵庫県ボランティア・市民活動災害共済保険」掛け金（５００円/年間）

を負担しています。 

 

 

３ ノートテイカー基礎講座 
   大学では多くの障害のある学生が学んでおり、講義での「情報保障」が求められています。 

聴覚障害をもつ学生に講義の情報を伝えるためのノートテイク（要約筆記）や聴覚障害者への

理解・認識を深め、学生同士が支えあい学びあう環境づくりの啓発のため、ノートテイクの初

心者向け講座を大学交流センターで前期、後期各 1 回開講しました。 

    講 師 ひょうご要約筆記講師の会２名 

    受講料 無料 

    開催日及び受講者数 

        前期     6月 9日（金）受講者 14名（うち教職員7名） 

後期  11月10日（金）受講者     ３名 

 

◎ 市民対象講座事業 （インターカレッジ西宮） 

市内の大学・短期大学の教員が様々なテーマで講義を行い、市民の皆さんに受講していただ

く講座です（市内在勤者・在学者も受講可）。 

「インターカレッジ西宮」は、西宮市が「カレッジタウン西宮」構想に基づき、大学連携の

先行事業として1994年度から実施してきました。その経過を踏まえ、2001年度は市の事業

として、大学交流協議会に委託して開催しました。 

 2002年度からは「大学共同講座」は市からの受託事業として、その他の「セミナー」や

「レクチャー」は大学交流協議会の自主事業として行っています。 

 本年度は大学共同講座（前期・後期）及び６レクチャーの計８講座を開講しました。定員を

100名（体育学レクチャ一は25名）とし、対面で実施しました。 

各講座の具体的な内容については下記のとおりです。また、受講者の募集方法については、



  - 16 - 

市の広報紙「西宮市政ニュース」に掲載するほか、チラシやポスターを作成し、センターや市

内公共施設への配布・掲示などにより行いました。 

 

１ 大学共同講座【市からの受託事業】 
共通テーマにより、各大学の教員が多彩な角度から専門分野の講義を行う講座です。 

 2023年度の共通テーマは、「温故知新」でした。 

  

（１）前  期 

   日   程：9月14日～28日の各木曜日（全3回） 

   時   間：18：30～20：00 

   受 講 料：２,５00円   

   講義タイトル及び講師：  

    第１回（9月14日）    政治哲学論「善き市民社会～プラトンやアリストテレスに現代 

人はなにを学ぶべきなのか」 

                 甲南大学准教授         中村 聡一 氏 

    第２回（9月21日）  健康のため知っておきたい漢方の知識 

                 兵庫医科大学主任教授      戴  毅  氏 

    第３回（9月28日）    音楽で繋ぐ地域の絆 

                 神戸女学院大学准教授      稲本 渡  氏 

    受講者人数：30名 

 

 （２）後  期 

   日   程：2月22日～３月14日の各木曜日（全4回） 

   時   間：18：30～20：00 

   受 講 料：３,０00円 

   講義タイトル及び講師：  

    第１回（2月22日）   先人達に学ぶ心と身体のケア：世界の補完代替療法の話 

－呪術時代から現代まで－ 

                 武庫川女子大学教授       德重 あつ子氏 

    第２回（2月29日）  演劇の時間 ―今、過去を演じるのは未来のためー                 

大手前大学教授             平川 大作 氏 

    第３回（3月7日）  西宮市と雑誌『保育』のつながり                             

       甲子園短期大学教授       堀田 浩之 氏 

    第４回（3月14日）   地方自治の現在、過去、未来〜あらためて地方分権改革 

               考える〜 

                 関西学院大学非常勤講師     山下  淳   氏 

    受講者人数：25名 
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２ レクチャー【協議会主催事業】 
  各大学から提供される特定のテーマに関する単発もの（1ないし2回）の講座です。 

  

（１） 医学レクチャー  

日   程：４月20日、27日（木曜日）（全2回） 

   時   間：18：30～20：00 

   受 講 料：1,500円 

 

   第1回（4月20日） 

   講義タイトル: アトピー・乾癬・蕁麻疹：皮膚科治療最前線 

   講   師：兵庫医科大学主任教授 金澤 伸雄 氏 

   第2回（4月27日） 

   講義タイトル: 意外と知らない身近な耳鼻科の病気 

   講   師：兵庫医科大学主任教授 都築 建三 氏 

   受 講 者 数：41名 

 

 （２） フランス文化レクチャー 

日   程：5月24日、31日（水曜日）（全2回） 

   時   間：10：30～12：00 

   受 講 料：1,500円 

   テ ー マ： フランスについての基礎知識と教育制度 

講   師：関西学院大学名誉教授 関谷 一彦 氏 

   受 講 者 数：68名 

 

（３）  古典文学レクチャー  

日   程：６月15日、22日（木曜日）（全2回） 

   時   間：13：30～15：00 

   受 講 料：1,500円 

   テ ー マ：近畿圏の万葉集 

講   師：武庫川女子大学教授  影山 尚之 氏 

   受 講 者 数：74名 

 

（４）  体育学レクチャー  

日   程：7月6日、13日（木曜日）（全2回） 

   時   間：10：30～12：00 

   受 講 料：1,500円 

   テ ー マ： からだから学ぶ 

講   師：神戸女学院大学専任講師 安田 友紀 氏 

   受 講 者 数：25名 
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（５）  ヨーロッパ文学レクチャー  

日   程：10月13日、20日（金曜日）（全2回） 

   時   間：10：30～12：00 

   受 講 料：1,500円 

   テ ー マ： グリム兄弟とメルヘン 

講   師：大手前大学教授  大島 浩英 氏 

   受 講 者 数：42名  

 

（６）  経済史学レクチャー  

日   程：11月9日、16日（木曜日）（全2回） 

   時   間：18：30～20：00 

   受 講 料：1,500円 

   テ ー マ： 四元徳と経済～アダム・スミスの主張を吟味する 

講   師：甲南大学准教授  中村 聡一 氏 

   受 講 者 数：26名 
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申込者 受講者

体育研究室

 8月 ・・・・・

マネジメント創造学部　マネジメント創造学科

准教授　中村　聡一（全2回）

合  計 391 331

2023年度　市民対象講座「インターカレッジ西宮」実施状況（定員１００名、７月は定員２５名）

看護学部看護学科　　教授　德重　あつ子

2/29 大手前大学
「演劇の時間　―今、過去を演じるのは未来のためー」

建築＆芸術学部　教授　平川　大作

11月
9．16（木）

18:30～20:00
甲南大学

【経済史学レクチャー】

「四元徳と経済～アダム・スミスの主張を吟味する」

2024年

2月

3月

大学共同講座　共通テーマ：「温故知新」　　　　　　木曜日4回　18:30～20:00

2/22
武庫川女子大学
同短期大学部

「先人達に学ぶ心と身体のケア：世界の補完代替療法の話－呪術時代から現代まで－」

幼児教育保育学科　教授　堀田　浩之

3/14 関西学院大学
「地方自治の現在、過去、未来　〜あらためて地方分権改革を考える〜」

法学部　非常勤講師　山下　淳

3/7 甲子園短期大学
「西宮市と雑誌『保育』のつながり」

10月
13.20(金)

10:30～12:00
大手前大学

【ヨーロッパ文学レクチャー】

「グリム兄弟とメルヘン」

国際日本学部

教授　大島　浩英（全２回）

9月

大学共同講座　共通テーマ：「温故知新」　　　木曜日3回　18:30～20:00

9/14 甲南大学
「政治哲学論「善き市民社会～プラトンやアリストテレスに現代人はなにを学ぶべきなのか」」

マネジメント創造学部　マネジメント創造学科　准教授　中村　聡一

9/21 兵庫医科大学
「健康のため知っておきたい漢方の知識」

解剖学　神経科学部門　　主任教授　戴　毅

9/28 神戸女学院大学
「音楽で繋ぐ地域の絆」

音楽学部　准教授　稲本　渡

 7月
6．13（木）

10:30～12:00
神戸女学院大学

【体育学レクチャー】

「からだから学ぶ」

専任講師　安田　友紀（全2回）

名誉教授　関谷　一彦(全2回)

 6月
15．22（木）

13:30～15:00
武庫川女子大学
同短期大学部

【古典文学 レクチャー】

「近畿圏の万葉集」

 5月
24．31（水）

10:30～12:00
関西学院大学

【フランス文化レクチャー】

「フランスについての基礎知識と教育制度」

文学部 日本語日本文学科

教授　影山　尚之(全2回)

開催月日 提供大学 講座名・テーマ・講師
人数（名）

「アトピー・乾癬・蕁麻疹：皮膚科治療最前線」

48 41皮膚科学　主任教授　金澤　伸雄(1回)　

「意外と知らない身近な耳鼻科の病気」

耳鼻咽喉科・頭頸部外科学　主任教授　都築　建三(1回)　

 4月
20．27（木）

18:30～20:00
兵庫医科大学

【医学レクチャー】

78 68

84 74

31 26

2532

27 25

40 30

51 42
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◎ 広報事業 

大学交流センターで行う各種事業や、市内の全大学・短期大学のシラバス・大学案内、公開

講座などの資料を、センターの情報コーナーに設置・掲示し来館者に広くＰＲするほか、西宮

市大学交流センターwebサイト、西宮市のホームページなどで発信しています。 

 

１ 情報・資料の収集提供 

 閲覧用資料として市内の全大学・短期大学のシラバス、共通単位講座の資料、文献等を設置

しています。また、配布資料として市内の全大学・短期大学の大学案内、公開講座案内等を設

置しています。 

 

２ 情報発信 

（1）西宮市大学交流センターwebサイト及び西宮市ホームページによる情報の発信 

西宮市大学交流センターwebサイト 

≪ＵＲＬ https://collegetown-nishinomiya.jp/≫ 

西宮市ＨＰ→文化・スポーツ・観光→大学との連携 

西宮市文化施設予約システム「カルチャー＆カレッジネットにしのみや」 

≪ＵＲＬ https://yoyaku.nishi.or.jp/bunka/≫ 

ア 大学交流センター 

概要・アクセスマップ、施設利用案内、施設詳細 

学生イベント向け施設無料提供 

イ 共通単位講座 

センター科目（学生）・・・時間割・シラバス、協定書 

センター科目（市民聴講生） 

休講・補講情報、掲示板（お知らせ） 

ウ 市民対象講座 

       インターカレッジ西宮・・・年間スケジュール、各講座詳細情報 

エ 地域・社会との連携・ボランティア 

   学生ボランティア交流 

   ノートテイカー基礎講座 

   学生イベント／大学交流祭 

  オ 西宮市大学交流協議会及び市内大学情報 

   西宮市大学交流協議会・・・設立趣意書、組織図、NCP（大学連携学生プロジェク 

トチーム）、主な事業、事業報告書（PDFにて全文公開）、加盟大学 

   大学からのお知らせ・・・各大学の公開講座・行事情報、オープンキャンパス情報 

   市内の全大学・短期大学の地図 

カ その他 

   市内大学トピックス、学生インタビュー、キャリア、交流掲示板 等 
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（2）その他 

 

◎ その他の取り組み 

１  西宮市大学生受入研修（インターンシップ）事業【西宮市】 

     西宮市が行う大学生受入研修事業に、協議会を通じて、市内の大学から地方行政に関心

のある１２名の学生が参加しました。職場体験、市長・若手職員との懇談会、施策課題研

究（文化振興施策）などを実施しました。 

   期  間  ８月21日（月）から８月25日（金）までの5日間 

   参加者数  12名 （5大学） 

 

２  西宮市大学交流センターwebサイト【西宮市】 

社会連携支援事業として、西宮市大学交流センターwebサイトを2018年3月1日に公

開し、様々な情報発信を行っています。あわせて西宮市大学交流センターフェイスブック

ページ、X（旧ツィッター）、インスタグラムも運用しています。 

https://collegetown-nishinomiya.jp/ 

https://www.facebook.com/nishidaigaku/ 

https://twitter.com/nishidaigaku/ 

https://www.instagram.com/nishidaigaku/ 

 

 

 
 

 

       広報媒体・名称など         内  容 

印刷物 
単位互換履修生募集 GUIDE、 

ポスター・チラシ 
各種事業紹介、申込書など 

パソコン 

スマートフォン 

西宮市のホームページ 

「文化・スポーツ・観光」→ 

「大学との連携」 

西宮市大学交流センターweb 

サイト 

 

施設案内、「インターカレッジ西宮」、 

大学交流センターweb サイトへのリンク 

（各種事業案内及び共通単位講座の休講・ 

補講情報、各大学情報等） 

市の広報紙 「西宮市政ニュース」 
「インターカレッジ西宮」受講者募集、 

イベント情報 等 

市の広報掲示板 「西宮市各地区の広報掲示板」 同 上 

地域ＦＭ放送 
西宮コミュニティ放送 

「さくらＦＭ」 
随時、各種事業を紹介 

上記のほか 2023 年度は、大学共同講座を周知するためオリジナルうちわを制作、近隣公共施設や西宮

北口駅構内の西宮観光案内コーナーに設置した。 

 


